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万
葉
集
歌
碑
訪
問 

 

茨
城
県
鹿
島
神
宮 

 
平
成
二
十
四
年
六
月
十
五
日 

台
風
四
号
の
直
前
の
快
晴
の
日 

 

こ
の
歌
碑
の
歌
は
大
舎
人
部
千
文
が
詠
ん
だ
歌
で
す
。
千
文
の
歌
は
二
首
が
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
第
二
首
目
の
歌
が
こ
の
歌
碑
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

☆
巻
二
十
・
四
三
六
九 

筑
波

つ
く
は

嶺 ね

の
さ
百
合

ゆ

る

の
花
の
夜 ゆ

床
と
こ

に
も
愛

か
な

し
け
妹

い
も

そ
昼
も
愛

か
な

し
け 

▽
都
久
波
祢
乃 

佐
由
流
能
波
奈
能 

由
等
許
尓
母 

可
奈
之
家
伊
母
曽 

比
留
毛
可
奈
之
祁 

 

☆
巻
二
十
・
四
三
七
０ 

霰
あ
ら
れ

降
り
鹿
島

か
し
ま

の
神
を
祈
り
つ
つ
皇

す
め
ら

御
軍

み
く
さ

に
わ
れ
は
来 き

に
し
を 

 
 
 
 

右
の
二
首
は
、
那
賀
郡

な
か
の
こ
ほ
り

の
上

丁

か
み
つ
よ
ぼ
ろ

大
舎
人
部

お
ほ
と
ね
り
べ
の

千
文

ち
ふ
み 

阿
良
例
布
理 

可
志
麻
能
可
美
乎 

伊
能
利
都
々 

須
米
良
美
久
佐
尓 

和
例
波
伎
尓
之
乎 

 
 
 
 

右
二
首
、
那
賀
郡
上
丁
大
舎
人
部
千
文 

 

千
文
と
い
う
若
者
は
那
賀
郡
出
身
で
、
上
丁
で
大
舎
人
部
に
属
し
て
い
ま
し
た
。 

今
の
那
珂
地
方
の
人
物
で
、
防
人
と
な
っ
て
筑
紫
に
赴
く
時
に
鹿
島
神
宮
に
参
っ
た
の
で
す
。
第
一

首
目
の
歌
か
ら
妻
が
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

｛
筑
波
山
の
百
合
の
よ
う
な
妻
の
寝
床
も
い
と
お
し
い
が
、（
別
れ
て
き
た
の
で
）
昼
も
い
と
し
い
｝

詠
ん
で
い
ま
す
。
千
文
は
天
皇
の
た
め
に
家
族
と
別
れ
て
防
人
と
な
っ
た
覚
悟
を
示
し
て
い
ま
す
。 

子
供
の
こ
と
や
、
父
母
の
こ
と
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
若
い
夫
婦
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 
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防
人
の
歴
史 

防
人
は
天
智
天
皇
三
年
（
六
六
四
）
に
西
海
防
衛
の
た
め
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

新
羅
征
討
軍
が
白
村
江
の
海
戦
で
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
惨
敗
し
、
退
却
後
に
国
内
の
防
衛
網
の
構
築

の
一
つ
で
す
。
防
人
と
言
え
ば
、
東
国
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

持
統
天
皇
三
年
（
六
八
九
）
一
月
に
筑
紫
の
防
人
の
年
限
が
六
年
か
ら
三
年
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。 

更
に
万
葉
歌
人
の
大
伴
旅
人
が
大
宰
帥
の
時
の
、
天
平
二
年
（
七
三
０
）
に
関
東
か
ら
大
宰
府
に
贈

る
防
人
が
停
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
の
十
二
月
に
大
伴
旅
人
は
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
て
、
帰
京

す
る
の
で
す
が
、
大
宰
帥
と
し
て
最
後
の
大
英
断
で
し
た
。 

天
平
九
年
（
七
三
七
）
八
月
に
、
平
城
京
は
種
痘
が
大
流
行
し
、
名
門
中
の
名
門
の
藤
原
家
の
四
兄

弟
が
病
死
す
る
惨
状
を
呈
し
ま
し
た
。
筑
紫
も
そ
の
前
年
に
は
流
行
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
年

の
同
月
に
筑
紫
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
防
人
た
ち
は
出
身
国
に
帰
還
が
赦
さ
れ
、
代
わ
っ
て
筑
紫
の
人

が
壱
岐
・
対
馬
を
防
衛
さ
せ
る
布
告
が
出
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
悲
惨
な
状
況
の
せ
い
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
大
宰
少
弐
（
大
宰
府
第
三
等
官
）
の
藤
原

広
嗣
が
筑
紫
で
反
乱
を
起
こ
し
ま
す
。
中
央
か
ら
鎮
圧
軍
が
派
遣
さ
れ
、
間
も
な
く
鎮
圧
さ
れ
る
の

で
す
が
、
大
宰
府
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
五
年
後
の
天
平
十
七
年
（
七
四
五
）
六
月
に
復
活
し
ま
し

が
、
防
人
制
度
も
復
活
し
た
よ
う
で
す
。 

天
平
二
十
年
四
月
に
太
上
元
正
天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
天
平
感
宝
と
改
元
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
年
の
七

月
に
聖
武
天
皇
は
、
皇
太
子
で
あ
っ
た
阿
倍
内
親
王
に
譲
位
さ
れ
、
更
に
天
平
勝
宝
に
改
元
さ
れ
ま

す
。
そ
の
四
年
（
七
五
二
）
四
月
に
東
大
寺
の
盧
舎
那
仏
の
開
眼
供
養
が
大
々
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
の
千
文
が
歌
を
詠
ん
だ
の
は
、
そ
れ
か
ら
三
年
後
の
こ
と
で
す
。「
天
平
勝
宝
七
歳
乙
未
の
二
月

に
、
相
替
り
て
筑
紫
に
遣
は
さ
え
し
諸
国
の
防
人
等
の
歌
」
と
し
て
十
カ
国
か
ら
総
数
百
七
十
四
首

も
の
防
人
の
歌
が
進
上
さ
れ
た
の
で
す
が
、
選
別
さ
れ
て
九
十
五
首
が
万
葉
集
に
収
録
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
歌
は
、
万
葉
集
の
歌
人
で
、
万
葉
集
を
編
纂
し
完
成
さ
せ
た
大
伴
家
持
が
、
天
平
勝
宝
七

歳
（
年
に
同
じ
（
七
五
五
））
に
兵
部
少
輔
（
兵
部
省
第
三
等
官
）
の
時
に
、
東
国
十
カ
国
に
命
じ

て
【
？
】
防
人
の
歌
を
集
め
さ
せ
、
進
上
さ
れ
て
き
た
歌
を
選
別
し
て
万
葉
集
に
収
録
し
た
の
で
す
。 

 

常
陸
国
の
防
人
の
歌 

常
陸
国
に
限
れ
ば
、
こ
の
時
の
常
陸
守
は
百
済
王
敬
福
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
天
平
勝
宝
四
年(

七
五

二)

に
常
陸
守
に
任
じ
ら
れ
、
離
任
し
た
の
は
聖
武
上
皇
が
崩
御
さ
れ
て
改
元
さ
れ
た
天
平
宝
字
元

年
（
七
五
七
）
七
月
に
出
雲
守
に
転
出
し
て
い
ま
す
の
で
そ
う
推
定
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
時
の
百
済
王
敬
福
は
従
三
位
で
し
た
。
こ
の
百
済
王
敬
福
も
数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
ま
し
た
。
天

平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
四
月
に
、
陸
奥
守
の
時
に
、
当
国
で
発
見
さ
れ
た
黄
金
を
朝
廷
に
献
上
し
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
盧
舎
那
仏
が
完
成
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
献
上
と

同
時
に
従
五
位
上
か
ら
五
階
級
特
進
の
従
三
位
を
叙
位
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
三
位
の
常
陸
守
で
す
か

ら
、
歌
を
収
集
す
る
の
は
部
下
に
任
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
部
領
防
人
使
・
大
目
（
常
陸
国
四
等
官
）

の
息
長
（
真
人
）
国
嶋
が
担
当
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
進
上
し
た
十
七
首
の
う
ち
十
首
が
採
用
さ

れ
、
そ
の
中
に
千
文
の
歌
は
二
首
も
選
ば
れ
た
の
で
す
。
防
人
は
、
防
衛
の
た
め
の
軍
事
訓
練
だ
け

で
な
く
、
文
化
的
な
教
育
も
受
け
て
い
ま
し
た
。
倭
歌
を
詠
む
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
し
た
。
万
葉
仮

名
で
表
記
す
る
知
識
を
身
に
付
け
て
い
た
の
で
す
。
万
葉
集
の
第
十
四
巻
は
「
東
歌
・
防
人
の
歌
」

で
す
か
ら
、
東
国
の
文
化
向
上
に
防
人
た
ち
が
果
た
し
た
貢
献
は
大
き
か
っ
た
は
ず
で
す
。 
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